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第13代市長に久保田勇さん
確定得票

26,281

21,351

14,883

当選久保田勇

則包雄三

野ロー美

開
票
結
果

　
任
期
満
了
に
伴
う
宇
治
市
長
選
挙
は
、
去
る
十
二
月
八
日
側

に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
久
保
田
勇
さ
ん
が
当

選
。
第
十
三
代
市
長
と
し
て
、
今
後
四
年
間
の
市
政
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
圃
選
挙
管
理
委
員
会
（
登
内
線
2
5
8
0
）

今
後
4
年
間
の
市
政
を
担
当

　
宇
治
市
長
選
挙
は
、
十
二
月

一
日
向
に
告
示
。
三
候
補
が
立

候
補
し
、
七
日
間
の
選
挙
戦
を

通
じ
て
活
発
な
運
動
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
投
票
は
、
十
二
月
八
日
倒
の

午
前
七
時
か
ら
、
市
内
四
十
八

の
投
票
所
で
実
施
。
雲
一
筆
は
、

四
五
・
こ
Ｉ
％
と
前
回
の
市
長

選
挙
（
平
成
四
年
）
の
四
〇
・

一
八
％
を
四
・
九
四
ポ
イ
ン
ト

上
回
り
ま
し
た
。
開
票
は
、
同

日
の
午
後
七
時
半
か
ら
宇
治
中

学
校
体
育
館
で
開
始
。
そ
の
結

久保田新市長

果
、
新
市
長
に
久
保
田
勇
さ
ん

が
当
選
し
ま
し
た
。

　
久
保
田
市
長
の
任
期
は
、
十

二
月
十
九
日
か
ら
平
成
十
二
年

十
二
月
十
八
日
ま
で
で
す
。

久
保
田
市
長
の
略
歴

　
昭
和
二
十
三
年
五
月
十
二
日
生
ま
れ
、
四

十
八
歳
。
京
都
府
立
田
辺
高
等
学
校
卒
業
。

昭
和
四
十
二
年
か
ら
平
成
八
年
ま
で
松
下
電

器
産
業
㈱
に
勤
務
。
昭
和
五
十
八
年
、
宇
治

市
議
会
議
員
に
初
当
選
。
当
選
四
回
。
宇
治

大
谷
６
の
‥
い
在
住
。

○
開
票
結
果

　
当
選
久
保
田
　
勇

　
　
　
　
二
六
、
二
八
一
票

　
　
　
則
包
雄
三

宇治市議会議員補欠選挙

帆足慶子さん

松峯茂さん
無投票で

　
　
　
　
　
二
Ｉ
、
三
五
一
票

　
　
　
　
野
口
　
一
美

　
　
　
　
　
一
四
、
八
八
三
票

　
無
効
　
　
　
　
　
五
九
六
票

　
持
ち
帰
り
票
　
　
　
　
二
票

○
当
日
の
有
権
者
数

　
　
計
　
一
三
九
、
八
七
九
人

　
　
男
　
　
六
七
、
九
七
一
人

　
　
女
　
　
七
一
、
九
〇
八
人

○
投
票
者
数

　
　
計
　
　
六
三
、
」
一
三
人

　
　
男
　
　
三
〇
、
〇
四
〇
人

　
　
女
　
　
三
三
、
〇
七
三
人

○
投
票
率

　
　
計
　
　
　
四
五
・
一
二
％

　
　
男
　
　
　
四
四
・
二
〇
％

　
　
女
　
　
　
四
五
・
九
九
％

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
宇

治
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、

無
投
票
で
次
の
人
に
決
ま
り
ま

し
た
（
立
候
補
届
け
出
順
・
敬

称
略
）
。

帆
　
足
　
慶
子
（
3
3
歳
）

　
日
本
共
産
党
（
新
）
、
病
院

職
員
、
木
幡
御
蔵
山
3
9
‐
4
7
2

松
峯
　
茂
（
3
7
歳
）

　
無
所
属
（
新
）
、
会
社
員
、

木
幡
北
畠
2
5
－
８

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
年
末
年

始
。
火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な

る
一
方
、
慌
た
だ
し
さ
に
紛
れ
、

火
に
対
し
て
っ
い
不
注
意
に
な

り
が
ち
で
す
。
消
防
本
部
で
は
、

十
二
月
二
十
日
か
ら
来
年
一
月

十
日
ま
で
火
災
予
防
特
別
１
　
備

を
実
施
し
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
火
の
取
り
扱
い

に
十
分
注
意
し
、
大
切
な
命
と

　
今
年
の
九
月
以
降
、
交
通
死

亡
事
故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
運
転
者
は
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
、
交
差
点
で
は
ス

財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

「
火
の
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
ぜ
ひ
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

③
天
ぷ
ら
を
揚
ず
る
と
き
は
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い

新春特別午番組

新市長

抱負を語る

１月１日（祝）
ピ
ー
ト
を
緩
め
る
な
ど
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
年
末
年

始
は
飲
酒
の
機
会
も
増
え
ま
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
。
飲
む
な

ら
な
乗
る
な
」
の
徹
底
を
。

　
ま
た
、
歩
行
者
は
信
号
を
守

っ
て
横
断
歩
道
を
渡
り
、
夜
間

に
は
目
立
つ
服
装
を
し
た
り
、

反
射
材
を
身
に
付
け
た
り
し
ま

　
交
通
事
故
の
防
止
に
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
ま
ず
あ
な
た
か
ら
安
全

へ
の
心
構
え
を
持
ち
、
快
適
な

交
通
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

凹
父
通
対
策
課
（
昔
内
線
2
2

5
9
）

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
。

タ
コ
足
配
線
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い

圓
消
防
本
部
予
防
課
（
萱
内
線

2
6
5
7
）

午前10時から1

KBS京都　UHF 34ch

手話通訳あり

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

711

テレビ広報
無
火
災
で
過
ご
そ
う
年
末
年
始

選
挙
結

果

多発してます

交通死亡事故
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みんなで考えよう　健康と医療

健康推進と上手な受診で

さわやかライフを

　
八
年
度
の
国
民
医
療
費
は
二

十
八
兆
円
以
上
（
推
計
）
、
一
人

当
た
り
二
十
二
万
円
で
、
医
療

費
は
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
同
様
に
、
市
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
で
も
、
七
年
度
は

前
年
度
を
十
億
円
余
り
上
回
り

亘
二
十
六
億
円
に
達
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
加
入
者
一
人
当

た
り
年
間
三
十
五
万
円
余
り
と

な
り
ま
す
。
医
療
費
の
増
加
原

因
は
、
○
成
人
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
の
増
加
○
加
入
者
の
高
齢

の
医
療
費
の
特
徴
は
、
病
院
な

ど
に
行
く
機
会
は
全
国
平
均
で

す
が
、
「
一
日
当
た
り
費
用
額
」

が
高
い
こ
と
で
す
（
右
下
表
参

照
）
。
こ
れ
は
密
度
の
高
い
診

療
や
病
状
が
悪
化
し
て
か
ら
の

受
診
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
医
療
保
険
は
相
互
共
済
制
度

で
す
か
ら
、
医
療
費
が
増
加
す

れ
ば
「
保
険
料
」
負
担
も
増
加

し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
日
ご
ろ

退職者医療制度とは

国保加入者で年金を受けている人へ

　会社や役所に勤めていたか退職し、厚生年金や共済年金を受けて

いる69歳までの人で次の要件を満たす場合、国民健康保険では「退

職被保険者」となります。届けていない人は必ず手続きを。

加入の条件（すべてを満たすこと）

◇国保の被保険者であること

◇厚生年金や各種共済組合から老齢（退職）年金または通算老齢（退職）

　年金を受けている人で、年金加入期間が20年以上、もしくは40歳以降

　の期間が10年以上ある人と、その扶養家族

/＼zte.I /a酪爪宝enき.がf↓-T^i､+■■･i sI

●
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

●
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

●
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
は
な
く

　
な
っ
た
と
き

●
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

こ
ん
な
時
は
届
け

出
を

　
市
で
は
、
国
保
の
安
定
運
営

の
た
め
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

①
レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か
ら

の
請
求
明
細
）
の
点
検
体
制
の

強
化
・
充
実

②
健
康
・
医
療
を
テ
ー
マ
に
し

た
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携
強

化③
保
健
・
健
診
事
業
の
推
進

④
在
宅
ケ
ア
の
推
進

⑤
医
療
機
関
・
老
人
保
健
施
設

な
ど
の
適
正
配
置

⑥
保
健
・
福
祉
・
教
育
分
野
と

の
連
携
施
策
推
進

⑦
負
担
の
公
平
・
保
険
料
収
納

率
の
向
上

⑧
健
全
な
国
保
財
政
の
堅
持

　
こ
の
ほ
か
に
秘
ヽ
市
議
会
を

は
じ
め
、
国
保
運
営
協
議
会
、

国
・
府
な
ど
の
関
係
諸
機
関
与

連
携
し
て
安
定
し
た
運
営
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

一

一

化
○
医
療
技
術
の
進
歩
な

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

全
国
よ
り
も
高
い

　
　
　
市
国
保
医
療
費

か
ら
健
康
づ
く
り
に
心
掛
け
た

り
、
重
複
受
診
な
ど
の
無
駄
を

無
く
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
か
病
気
や
け
か
を
し
た
と

き
、
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
掛
か
れ
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。
そ

の
財
源
は
、
加
入
者
の
保
険
料
や
国
庫
金
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
医
療
費

が
増
加
す
る
と
保
険
料
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の

安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
の
健
康
や
上
手
な
受
診
に

心
掛
け
る
な
ど
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃
国
民
健
康
保
険
課
（
昔
内
線
2
2
6
5
）

１日当たり費用額と全国平均との比較(6年度)

＼ 入　　　院 通　　　院

一般 退職 老人 一般 退職 老人

宇治市
17,594

(112.0)

26,000

(124.0)

18,972

(113.1)

6,676

(110.9)

6,672

(111.1)

7,403

(115.9)

黙示⊇ズ）内は全国平均を100とした場合の指数

大切にしようわが家の健康と医療保険
一

一

■医療費の節約

1）重複受診はやめよう

2）診療時間内に受診しよう

3）家庭医を持とう

4）健康診断を受け、疾病の

　早期発見・治療に努めよ

　う

■食生活の充実

　偏食をなくし、数多い品

目の食品摂取に心掛けよう。

・適度な運動の実践

　運動不足は老化を早める

元凶。ウォーキングやスポ

ーツを習慣化させよう。

■休養は十分に

　疲労回復には入浴と睡眠

が効果的。心身のリフレッ

シュは欠かさずに。

■健康管理の徹底

　定期的健康チェックで、

常に自分の健康管理に努

めよう。

712

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
最
高

2
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
保
険
料
は
未
納
の
人
は
郵
送
交
付
で
き

ま
せ
ん
。
お
早
め
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

か
、
納
付
相
談
を
。

引
き
続
き

安
定
化
計
画
を
策
定

▼ii^似孤不t^･日りふりt.

国民健康保険への加入は

必ず14日以内に届け出を

来
年
4
月
は
保
険
証
の
一
斉
更
新

　この制度の該当資格は、年金受給権が発生した日から適用され

ます。年金証書を受けとったら、世帯主は14日以内に国保の窓口

で手続きをしてください。手続きに必要なものなど、詳しくは国

民健康保険課へお問い合わせを。

　お医者さんの窓口で支払う一部負担金は次の通り|

◇退職被保険者本人＝入院、通院共２割

　心その扶蕃家族＝入院2割、通院3割
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市役所の電話番号ぽ命22ﾚﾃﾞﾃﾞj!41

:所在地は〒611/宇治琵琶鉛そjjすﾚ

囲jは問い合わぜ･困は申七込みレノ=▽:

申し込み方法の書いていないもめは……

直接会場へお越しください。∧ノ＼十

μ♂｀♂ ' ･ . I ＆ . t - y ふ ｰ ' V 一 入 ‥ t ― ' : .

そ
う
じ
な
ど
で
出
る

多
量
臨
時
ご
み
は
有
料
収
集
で

の
申
し
込
み
は
十
二
月
二
十

四
日
㈲
ま
で
で
す
。
年
始
は

｢ ． ･ ｎ ' ｕ ' ‥ 鴨

介や会員募集などの手作りチラシ

を会場に置きます　1112月20日出

までに社会教育課(a内線2615)。

応募多数のときは、まなびの集い

実行委員会で選考。

福　祉

■身体障害者デイサービス

　〈フラワー教室〉部屋や玄関を

花で飾りましょう[＞とき…12月26

日困、午前の部＝午前10時～正午

・午後の部＝午後１時3時半c〉

ところ…総合福祉会館[〉対象…身

体に障害のある人E〉定員･‥先着各

15人[〉内容…午前＝生け花、午後

＝フラワーアレンジメント[＞花代

…午前3000円、午後1500円　困12

月21日側までに社会福祉協議会

(S22-5650、ファクス22-5654)

■'96障害者の日の集い

　[＞とき…12月15日(日)、午前10時

半～午後３時[〉ところ…生涯学習

センターほかE〉内容…意見発表会、

手話落語、ステージ発表、模擬店

など囲福祉総務課(a内i泉2305)

催　し

■中央図書館クリスマス会

　大型紙芝居や言葉遊び、ドイツ

語のクリスマス・ソングを歌った

りします。[＞とき…12月18日出、

午後３時～４時E〉対象…幼児～小

学校低学年[＞協力サークル…南陵

子ども文庫、とんがり山文庫ポラ

ン、おはなしたまてばこ[〉費用…

無料回同館(Q20-1511)。

■手作りキャンドル教室

手作りのロウソクで記念日を祝

おう。落ち葉で焼くおいしいおイ
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　回広野公民館（萱41-7450）か

各館へ。

u/脚
午前lO時～正午 宇治公民館

午後２時～４時 中央公民館

25咆
午前10時～正午 広野公民館

午後２時～４時 小倉公民館

26湘 午前10時~正午 木幡公民館

■宇治公民館(321･2804)

　　〈文学講座〉さまざまな文学作

品から、洒落っ気、笑いやユーモ

アについて学びませんか。[〉とき

・内容…下表のとおり、いずれも

午前10時～正午[〉対象…市内在住

か在勤の人[＞定員･‥先着50人[＞参

加費‥･無料回同館(容21-2804)

1 /16俐
文学と笑い

　大s市立大学ess村田正博さん

1 /30困
万葉集の戯笑歌
　　　　　同　上・

2/13Ⅲ
平安貴族の一面

　帝M孚駄駄霖葦水谷隆さん

2/20Ⅲ
「もじり」の文芸

　大iｪ蓄大学3評西田正宏さん

3／6困
上方の笑い・江戸の笑い

　大l市立大学ass村田正博さん

3/19(*)
笑い飛ばそうｽﾄﾚｽなんて/ -miつくろう－

　　　　　　同　上

・゜－－－－Ｗ

Ｓ

；

μ

８
年
１
月
１
日
～
1
2
月
3
1

0
表
彰
者
の
推
薦

文
化
活
動
を
振
興
す
る
組

宇
治
市

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
創
設

織
・
団
体
の
長
、
ま
た
は
学

校
長
が
１
月
3
1
日
ま
で
に
市

長
あ
て
に
推
薦

　
○
表
彰
者
の
決
定
な
ど

　
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、

市
長
が
決
定
。
３
月
１
日
、

市
政
施
行
記
念
日
に
表
彰
し

ま
す
　
○
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
（
容
内
線
2

6
1
4
）

（３）　　　　　　　　　　　宇治市政だより
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モも待つてるよ。E＞とき…12月22

日(日)、午前９時～午後２時E＞とこ

ろ‥･炭山キャンプセンター[＞定員

…先着50人C〉参加費…中学生以下

と60歳以上＝500円、そのほか800

円(昼食付き)。圃市民体育課

(S内線2622)。

■｢宇治市の商業｣を刊行

　６年７月１日現在で実施した

｢商業統計調査｣の宇治市分の結

果をまとめた｢宇治市の商業｣が

できました。これは商業を営む事

業所の分布状況や販売活動の実態

を調べたものです。行政資料コー

ナー、中央・東宇治の各図書館で

閲覧できるほか、企画課で400円

でお渡ししています。　回同課

(s内線2083)。

公民館

■5公民館共同事業｢冬休

　み子どもビデオシアター｣

　スピルバーグ監督の最新作など

大人から子どもまで楽しめるビデ

オを各公民館で上映します。[〉と

き・ところ…下表のとおり[＞内容…

｢機閔車トーマス｣25分、｢ジュマ

ンジ｣１時間43分C〉参加費…無料

お母さんといっしょ

小島裕子さん

　　　敬太くん(3才)

　　　優子くん(1才)

　　　　　(大久保町上ﾉ山)

　　　j=-.　このｺｰﾅｰに登場してくださるお子さんとご家族を募集｢茸耳回司ごぶ二心t
"5
雪謳ぷ

(こi*lJg2069昌之ここ

　
市
で
は
こ
の
た
び
、
市
内

の
小
中
学
生
及
び
高
校
生
な

ど
の
文
化
に
関
す
る
意
識
の

高
揚
や
振
興
を
図
る
た
め
、

宇
治
市
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
を

制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
音

楽
や
美
術
な
ど
の
文
化
活
動

に
関
し
て
今
年
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
人
、
ま
た
は
団
体

を
市
長
が
表
彰
す
る
も
の
で

す
。
　
○
表
彰
の
対
象

　
市
内
に
在
住
・
在
学
す
る

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

か
こ
れ
ら
に
準
じ
る
人
。

　
○
表
彰
の
分
野
・
範
囲

　
音
楽
美
術
な
ど
の
分
野
に

お
け
る
権
威
あ
る
近
畿
・
全

国
・
国
際
大
会
（
大
会
に
は

コ
ン
ク
ー
ル
・
賞
・
展
覧
会

な
ど
の
名
称
も
含
む
）
で
優

秀
な
成
績
（
近
県
公
Ｔ
位
、

全
国
大
会
配
位
ま
で
）
を
収

め
た
人
（
団
体
）

　
○
対
象
と
な
る
期
間

　
市
で
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
振
興
と
競
技
力

の
向
上
を
図
る
た
め
、
「
宇

治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
基

準
に
該
当
す
る
人
や
団
体
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
推
薦
を
。

◆
対
象

　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
し
て
い
る
人
か
、
市
内
に

事
務
所
が
あ
る
団
体
と
そ
れ

に
属
し
て
い
る
人
。

◆
推
薦
の
基
準

○
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
、
８
年

に
全
国
、
国
際
（
小
・
中
学

生
は
府
・
近
畿
大
会
）
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や
団

体○
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
長
年
に
れ
た
見
蛸
の
あ
っ

た
人
や
団
体
＝
①
優
秀
な
選

手
の
育
成
指
導
に
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
②
国
体
な
ど

の
全
国
的
大
会
に
、
選
手
と

し
て
1
0
回
以
上
出
場
し
、
相

当
な
成
績
を
収
め
た
　
③
体

推
薦
の
受
け
付
け
は
1
月
3
1
日
(
金
)

8
年
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

情報
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X
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講座・教室

■植物公園

　　〈押し花の額作り〉身近にある

野草の押し花で額を作ります。[＞

とき…１月19日(日)、午後１時半～

３時半[〉指導…押し花講師・前田

壽枝子さん[＞定員…先着30人C〉材

料費･‥2800円(入園料は別に£倭)

E〉持ち物…はさみ・ガラスをふく

布回＼2月19日困から同11 (容45-

0099)。

■城南地域職業訓練センター

　困同センター(昔46-0688)。

　　〈ワープロ中級・一太郎Ver5〉

t＞とき…１月９日~28日の月・火・

木・金曜、午前９時半～正午。 12

回じ〉受講料…１万600円。

　　くパソコンデータベース・アク

セスW95版〉[＞とき…１月11日～

２月１日の水曜午後６時半~9時、

土曜午前９時半～正午。６回[〉受

講料…9000円。

お知らせ

■医療従事者の届け出

　今年は医療従事者の届け出の年。

次に該当する人は１月15日圈まで

く
み
も
れ
の
連
絡
は

1
2
月
3
1
日
正
午
ま
で

定
期
収
集
で
く
み
も
れ
が

お
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
収
集

口
か
ら
確
認
の
う
え
、
・
翌
日

（
土
・
日
・
祝
日
は
そ
の
翌

日
）
に
連
絡
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
年
内
の
し
尿
収
集
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

三
十
一
日
㈲
の
正
午
ま
で
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
収
集
の
申
し
込
み

　
し
尿
の
臨
時
収
集
（
有
料
）

　
十
二
月
に
な
る
と
、
家
庭

の
掃
除
や
整
理
に
よ
っ
て
。

一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出

ま
す
。
こ
れ
は
、
臨
時
の
ご

み
で
す
か
ら
、
有
料
で
収
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
普

段
の
ご
み
定
点
に
出
さ
れ
て

も
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
環
境
事
業
所
（
容
内
線

3
0
0
4
）
へ
有
料
収
集
の

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
年

末
は
多
く
の
申
し
込
み
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

に届け出が必要です。E〉対象…○

すべての医師、歯科医師、薬剤師

○12月31日現在、府内で働いてい

る歯科衛生士･歯科技工士･保健婦

(士)･助産婦･看護婦(士)･准看護

婦(士)。　回届け出先など詳しく

は宇治保健所(a21-2191)。

■調理師業務従事者の届け出

　今年は調理師業務従事者届の実

施年度です。12月31日現在で給食

施設や飲食店などで働いている調

理師は１月15日剛までに就業届を

出してください。　回宇治保健所

(321-2191)。

募　集

■宇治まなびんぐ'97出展者

　２月11日㈲に開催するまなびん

ぐ'97に出展をする団体やサーク

ルを募集します。[＞とき…２月11

日㈲、午前10時～午後３時[＞とこ

ろ…生涯学習センター[〉対象…生

涯学習の取り組みを地域社会に生

かす活動をしており、営利活動な

どを目的としない各種団体・サー

クル[〉出展方法…①ブース＝会場

内にブースを設け、自主的に運営

します　②チラシ＝活動内容の紹

年
末
の
し
尿
収
集

　
一
月
六
日
卯
か
ら
受
け
付
け

し
ま
す
。

　
　
問
い
合
わ
せ
は
城
南
衛
生

白
理
組
合
業
務
課
（
宍
一
〇
７

５
一
６
３
１
一
5
1
7
1
）

へ
。

　このたび国民の「みち」に対する意見などをまとめた

「ボイス・レポート」が出来上がりました。これは、建

設省の諮問機関である道路審議会が、国民の意見を平成

10年からの国の新しい道路計画に生かすため、８年５月

から７月にかけて、広く募集した意見をとりまとめたも

の。「ボイス・レポート」の中身について詳しくは京都

府土木建設部道路建設課（aO75-451-8111）へお問い合

わせを。

カラオケ騒音を防ごう

育
・
ス
ポ
ト
ツ
関
係
の
組
原
・

団
体
な
ど
で
、
お
よ
そ
2
0
年

以
上
に
わ
た
り
そ
の
普
及
、

振
興
、
発
展
に
顕
著
な
功
績

を
収
め
た
④
競
技
審
判
、

競
技
の
運
営
、
記
録
の
収
集
、

情
報
提
供
な
ど
特
定
の
分
野

で
、
お
よ
そ
2
5
年
以
上
に
わ

た
り
貢
献
し
た
⑤
体
育
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
か
か
る

学
術
研
究
な
ど
に
魏
汐
あ
っ

た
⑥
そ
の
ほ
か
、
特
に
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
振

興
に
功
績
が
あ
っ
た

◆
推
薦
の
手
続
き

　
一
月
三
十
一
日
倒
ま
で
に
、

所
定
の
推
薦
調
書
で
市
民
体

育
課
（
容
内
線
2
6
2
1
）

へ
。

　
川
や
海
な
ど
の
水
質
保
全

や
生
活
環
境
の
同
上
な
ど
に
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
下
水
道
。
こ
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
の
下
水
道
事
業
の
啓
発
の

一
環
と
し
て
小
学
四
年
生
を

対
象
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

本
年
度
は
十
六
校
か
ら
、
百

八
十
二
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
次
の
児
童
の

作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。
入

選
者
に
は
十
一
月
十
三
日
の

表
彰
式
で
賞
状
と
副
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
賂
）

　
最
優
秀
賞
＝
九
十
九
晴
奈

（
北
槙
島
小
）
、
優
秀
賞
＝
藤

林
え
み
（
南
部
小
）
、
笹
井

江
利
子
（
小
倉
小
）
、
松
居

佑
典
（
大
久
保
小
）
、
佳
作
＝

庄
司
康
伸
（
岡
屋
小
）
、
石

原
歌
純
（
岡
屋
小
）
、
大
西

咲
子
（
小
倉
小
）
、
本
間
あ

ゆ
美
（
西
大
久
保
小
）
、
山

田
紗
英
子
（
南
小
倉
小
）
、

岸
本
周
子
（
笠
取
小
）

音
楽
・
美
術
な
ど
を

対
象

｢水と生活についての

　　作文コンクール｣

　　入選者決まる

みちづくりの意見「ボイ

ス・レポート」まとまる

ｶﾗｵｹの営業者や利用者は近隣住民に迷惑な騒音を出さ

ないよう心掛けましょう。
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十
一
月
八
日
吻
、
太
陽
が
丘

体
育
館
で
「
第
一
回
精
神
障
害

玉
転
が
し
、
球
入
れ
な
ど
の
競

技
に
歓
声
を
あ
げ
た
り
府
警
音

楽
隊
や
和
太
鼓
の
会
の
演
奏
に

耳
を
傾
け
た
り
し
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
開
い
た
京
都
府

精
神
保
健
職
親
会
は
、
精
神
障

害
を
持
つ
人
た
ち
の
社
会
復
帰

を
支
援
す
る
企
業
や
病
院
、
保

健
所
な
ど
で
組
織
。
日
ご
ろ
家

に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
障
害
者

に
地
域
に
出
る
奨
笛
提
供
し
、

社
会
参
加
の
契
機
に
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
こ
う
し
た
催
し

は
全
国
で
も
初
め
て
。

　
市
内
で
織
物
加
工
業
を
営
み

障
害
者
に
雇
用
の
場
を
提
供
し

て
い
る
会
長
の
田
中
信
行
さ
ん

（
五
ケ
庄
芝
ノ
東
）
は
「
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
あ

り
、
本
当
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

ほ
か
の
障
害
を
持
つ
人
に
比
べ
、

精
神
障
害
者
へ
の
理
解
は
ま
だ

ま
だ
低
い
の
が
実
情
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
し
て
、
。
障
害

者
の
社
会
参
加
を
少
し
ず
つ
進

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

さ
よ
う
な
ら

昭
和
の
宇
治
橋

　
今
年
三
月
に
開
通
し
た
新
宇

治
橋
の
傍
ら
の
旧
宇
治
橋
。
宇

治
橋
架
け
替
え
事
業
の
仕
上
げ

と
し
て
残
っ
て
い
た
旧
宇
治
橋

心
撤
去
が
十
月
末
か
ら
進
み
、

お
よ
そ
六
十
年
間
の
務
め
を
終

え
た
橋
は
、
間
も
な
く
姿
を
消

し
ま
す
。

　
取
材
の
こ
の
日
は
、
東
詰
め

半
分
弱
を
残
し
、
橋
脚
を
処
理

し
て
い
る
段
階
。
大
型
の
機
械

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
固
ま
り
を

ダ
ン
プ
に
積
み
込
ん
で
い
ま
し

た
。
新
し
い
橋
を
渡
る
人
も
足

を
止
め
、
「
こ
の
橋
が
で
き
て

安
全
に
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
古
い
橋
が
な
く
な
召

の
に
は
寂
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
ね
」
と
、
感

慨
深
げ
に
見
守

っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
宇
治
橋

架
け
替
え
事
業

は
、
川
の
水
の

流
れ
を
付
け
替

え
今
年
度
中
に
旧
橋
を
す
べ
て

撤
去
、
流
木
よ
け
を
上
流
側
に

'97ミス宇治決ま

る

　
十
一
月
十
七
日
㈲
、
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
ミ
ス
宇
治

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
か
れ
、
フ
ミ

ス
宇
治
は
「
鳳
凰
」
に
藤
上
由

紀
子
さ
ん
、
「
朝
霧
」
に
原
絵

里
奈
さ
ん
、
「
石
香
」
に
岩
本

薫
子
さ
ん
ら
三
人
に
決
ま
り
ま

し
た
（
写
真
左
か
ら
）
。

　
宇
治
商
工
会
議
所
な
ど
で
作

る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
て
い

る
こ
・
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
、
今
年

で
八
回
目
。
「
知
的
で
健
康
美

あ
ふ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
と
エ
ス
プ

リ
の
あ
る
現
代
女
性
」
を
審
査

基
準
に
選
考
し
た
結
果
、
応
募

者
五
十
一
人
の
中
か
ら
こ
の
三

人
が
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
一
年
、
様
々
な

公
式
行
事
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
、
お
茶
と
観
光
の
ま
ち
宇

治
の
Ｐ
Ｒ
に
活
躍
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
見
掛
け
ま

し
た
ら
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

御
幸
橋
・
石
清
水
八
幡
宮
、
約

1
0
キ
＝
。
辻
本
さ
ん
＆
2
2
・
０

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

１
月
６
日
間
、
午
後
１
時
～
３

時
。
宇
治
公
民
館
。
上
靴
が
必

要
。
５
百
円
。
山
岡
さ
ん
雲
０

７
５
一
。
４
６
１
一
１
８
２
８
。

　
　
募
　
集

◆
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
・
彩
　
毎

月
第
２
・
４
水
曜
午
後
１
時
半

～
４
時
半
、
木
幡
公
民
館
。
入

会
金
千
円
、
月
千
５
百
円
。
松

本
さ
ん
萱
3
2
・
1
7
8
6
．

◆
謡
曲
サ
ー
ク
ル
・
翠
謡
会

謡
曲
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
親

睦
と
健
康
づ
く
り
を
図
っ
て
い

ま
す
。
毎
月
第
２
・
３
水
曜
午

後
１
時
～
４
時
、
広
野
公
民
鳴

月
５
百
円
。
成
田
さ
ん
賢
一
。

〇
5
0
1
0

◆
手
芸
サ
ー
ク
ル
・
四
ツ
葉
の

会
　
ち
ぎ
り
絵
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
を
会
員
相
互
で
教
わ
り

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
毎

月
第
２
・
４
木
曜
午
後
１
時
半

～
４
時
、
広
野
公
民
館
。
月
３

百
円
。
河
合
さ
ん
＆
4
1
・
６
７

包
装
紙
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
、

そ
し
て
ど
う
し
て
と
思
う
の
は

近
所
の
御
陵
の
垣
の
中
に
ま
で

投
げ
入
れ
ら
れ
た
空
き
缶
…
。

心
の
あ
ぴ
方
か
問
わ
れ
て
い
る

昨
今
、
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
て
、

文
化
遺
産
が
あ
る
お
茶
の
里
、

美
し
い
「
宇
治
」
を
観
光
客
に

も
見
て
い
た
だ
き
た
い
に

　
秋
の
空
は
高
く
広
く
碧
く
澄

み
、
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。
早
朝

の
空
を
眺
め
ご
み
を
出
し
な
が

ら
、
こ
ん
な
思
い
が
頭
を
過
ぎ

り
ま
し
た
。

コ
４

市
民
情
報

短
　
信

　
　
催
　
　
し

◆
関
西
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス

タ
羽
宇
治
川
　
1
2
月
2
2
日
㈲
、

開
場
午
前
1
1
時
半
、
開
演
正
午
。

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
。
南

設
置
し
、

完
了
す
る
予
足
で
す
。

　ムジーククライン室内合奏団は

昭和60年、弦楽アンサンブルの愛

好者らで結成された室内合奏団。

各種演奏会や病院などへの慰問演

奏を続けるほか、宇治市の友好都

市・中国咸陽市を訪れ音楽交流す

るなど、活発に活動しています。

　「忙しい中、皆時間を作って集

まってくるのも、音楽が楽しいか

ら、好きだからです。ただ今、定

期演奏会に向け練習しています。

今回はコレルリの『クリスマス協

奏曲』など、この季節に合わせた

曲も取り上げています。身近なと

ころである演奏会です。ぜひお越

しください」と代表の今井さん。

部
小
・
棋
島
小
な
ど
関
西
の
小

学
校
1
3
校
の
吹
奏
楽
バ
ン
ド
が

出
場
。
入
場
無
料
。
宇
治
川
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
＆
3
1

･
L
O
l
i
＾
i
-
Ｈ
Ｏ
”

◆
市
民
歩
こ
う
会
「
冬
の
歴
史

ウ
オ
ー
ク
　
文
化
遺
産
を
訪
ね

て
」
　
1
2
月
1
5
日
㈲
、
午
前
８

時
半
市
役
所
集
合
（
小
雨
決
行
。

雨
天
時
は
2
2
日
向
）
。
平
等
院
・

宇
治
上
神
社
・
天
ケ
瀬
ダ
ム
方

面
、
約
７
キ
ロ
（
家
族
向
き
、

昼
食
持
参
で
）
。
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
、
参
加

賞
あ
り
。
牧
原
さ
ん
四
2
3
・
2

2
6
2
か
市
役
所
自
治
振
興
課

（
四
内
線
2
2
0
2
）
。

◆
新
春
市
民
歩
こ
う
会
　
１
月

３
日
面
、
午
前
９
時
半
市
役
所

集
合
（
雨
天
中
止
）
。
隠
元
橋
・

桃
山
御
陵
・
乃
木
神
社
方
面
、

約
８
キ
口
（
家
族
向
き
）
。
牧

原
さ
ん
酋
2
3
・
2
2
6
2
．

◆
莵
道
歩
こ
う
会
　
１
月
５
日

㈲
、
午
前
1
0
時
京
阪
三
室
戸
駅

集
合
（
小
雨
決
行
）
。
淀
城
跡
・

投
書
コ
ー
ナ
ー

　
ご
み
の
日
に

　
　
　
　
　
思
う
こ
と

　
　
　
　
梅
田
　
弥
栄

　
　
　
　
　
（
木
幡
檜
尾
）

　
戦
時
中
の
こ
と
を
思
え
ば
、

う
そ
の
よ
う
な
平
和
と
飽
食
に

慣
れ
た
私
た
ち
。
必
要
以
上
の

物
を
購
入
し
、
ご
み
に
出
し
て

い
な
い
で
し
少
つ
か
。
そ
の
燃

料
や
人
件
費
も
私
た
ち
の
血
税

か
ら
出
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
道
路
な
ど
に
は
容
器
、

毎月11日号

みなさんとつく

るページ

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
行
わ
れ
、

宇
治
市
ほ
か
府
内
か
ら
六
百
五

十
人
の
精
神
障
害
者
や
関
係
者

が
参
加
。
パ
ン
食
い
競
走
や
大

サークル

レパートリーのバロック音楽は、

17・ 18世紀のイタリアやドイツの

音楽。練習会場で聞かせていただ

きましたが、決して堅苦しいもの

ではなく、暖かい音色が心豊かな

気持ちにさせてくれました。

　練習は毎週木曜日の午後７時か、

　ら９時半まで東宇治コミュニティ

　センターで。団員は常時募集中と

･のこと。―度のぞいてみられては

いかがでしょう。

◆第５回定期演奏会　12月22日（日）、

午後２時から（開場１時半）、文

化センター小ホール。入場料800

円。【問い合わせ】今井さん（S

23－1782）。

ムジーククライン室内合奏団

さあ来る 仲間といっしょに社会参加

京都府精神
保健職親会 第1回精神障害者スポ―ツ大会開かれる

旧
宇
治
橋
解
体
進
む

交
差
点
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